
Title 中立的技術進歩と経済成長 : C・E・S生産函数を中心として
Sub Title Economic growth and technical progress. a summary
Author 高橋, 房二

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1965

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.58, No.8 (1965. 8) ,p.748(56)- 775(83) 
JaLC DOI 10.14991/001.19650801-0056
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19650801-

0056

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


■■
,
'
.
v
v
.
、
.
.
，
.：
-

:

::
;
;
-
v 
一
尊 

ノ
；.：'蓮

ハ

，:
: 

(

I

 八)

.
：、
：
'

■
:
:
:

着

.

.■
 

-
.
: 

-
• 

 ̂

V
. 

- 

.

.

. 

..::'v::.-...

パ
*;
-..
 

.
 

'., 

: 

•

■

-

.

.

.':'ドぐ
'.'
 

:
.
1
—

-
G 

•

E

. 

S
'
.
,

生
產
函
数
を
中
、̂

と
.し
て
*

■"—

I 

/ 

”'
■:

'

• 

.

.

.

. 

-

.

.

 

.
- 

.

.

. 

-
.
. 

; 

... 

.
-
-
. 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

- , 

.

.
 

•
 
•
 

•
 

.
 

-
 

.
 

-
 

.
 

•
 

•
 

•
 
■
 

.
 

'
 

.
 

.
 

•
 

.
 

.
 

.
 

.

:

,•
:
;

」

I

 

.

.

.
X .
:

高

,

橋

' 

房

：

二
 

:

 

'

.

V
. 

.
 

• 

*
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^

I

は

し

が

き

.

本
稿
は
C
.
•
.
治

• 

S
生
產
函
激
を
中
心
と
し
て
、
中
立
的
技
術
進
歩
の
も
と
に
お
け
る
均
衡
成
長
の
問
題
を
#
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も 

,の
セ
あ
る
"
：こ
こ
で
、
';
'

0

‘

£
.
.
8

生
産
函
数
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
周
知
の
よ
ぅ
に
<

^

0.-
蘭

.

8 (

一
、
ニ
ニ
七—

八
頁)

に
よ
っ
て
定
式 

化
さ
れ
た
c

> 

E 

* 

8
生
*
函
数
が
あ
ら
ゆ
る
代
替
弾
カ
性
値
を
も
つ
生
産
西
数
’を
包
括
的
に
表
現
1
た
も
の
で
，あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
個 

別
的
立
■
は
勿
論
、
よ
り
.一.般
的
な
立
場
で
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
，，の
個
別
的
ヶ
ー
.ス
と
し
て
、
例
え
ば
代
替 

弾
力
性
が
：
1

で
あ
る
ダ
グ
ラ
ス
.生
産
函
数
の
.場
合
に
づ
い
で
は
、既
に
ソ
ロ
ー
的
意
味
に
お
け
る
中
立
的
技
術
進
歩
を
導
入
し
た
体
系
に
関
し
て
、
 

黄
金
時
代
均
衡
の
存
在
、
及
び
均
衡
の
安
定
条
件
が
充
た
さ
れ
る
こ
と
：は
ス
ヮ
ン
等(

ニ
、
三
三
四
丨
四
三
頁)

の
新
古
典
派
的
立
場
に
よ
る
分
析 

で
明
か
で
あ
^

^
ま
た
、

c 

. 

E 

. 

S

生
産
函
数
そ
れ
自
体
を
適
用
し
た
場
合
に
関
し
て
も
、
ピ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ド(

三

、

四

九

一

ー

五

，
〇

〇

頁

)

に

よ 

っ
て
ス
ヮ
ン
の
分
析
手
法
に
し
た
が
っ
た
均
衡
成
長
に
_
す
る
理
論
的
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
ピ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ド
は
C

•
E 

•
S 

生
産
函
数
を
代
替
弾
力
性
び
が1

0
<

8

と

0
<
C
T
<
1

の
ー
ー
っ
の
集
合
に
.分
割
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
っ
'ぃ
て
黄
金
時
代
，均
衡
の
存
在
条

.

.

.

 

•

 

•
-

 

. 

-

件
、
及
び
均
衡
.の
安
定
条
件
を
検
討
し
た
。
こ
こ
で
、
い
ま
ピ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ド
に
よ
る
fcb

n
d
i
n
g

の
要
約
を
述
べ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

ス
ヮ 

ン
、.
ソ
ロ
一
，

(

四
、
六
九
丨
八
ニ
頁)

、
及
び
ミ
ー
ド(

五
、
八
一
三
八
頁)

等
の
新
古
典
派
の
立
場
に
よ
る
ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数
の
適
用
に
対
し
て
、
 

X

A

8と
.
.
0
0
<
1

の
生
産
函
数
の
適
用
に
お
い
て
は
体
系
の
。ハ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
黄
金
時
代
均
衡
の
存
在
条
件
が
介
在
し
，. 

体
系
が
そ
の
条
件
を
^
足
す
る
限
り
黄
金
時
代
均
衡
の
も
と
.で
均
衡
成
長
が
可
能
で
あ
り
"

ま
た
そ
の
存
在
条
件
が
同
時
に
均
衡
の
安
定
条
件
と 

な
る
。
ま
た
そ
こ
で
、
も
し
体
系
が
そ
の
条
件
を
充
た
さ
な
い
場
合
は
コ
ー
ナ
ー
型
均
衡
の
も
と
で
.体
系
は
成
長
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ 

の
よ
う
に
し
て
、
完
全
代
替
生
産
函
数
に
と
ど
ま
ら
ず
、
有
限
的
に
代
替
可
能
な
生
産
函
数
に
お
い
て
も
十
定
条
件
の
も
と
で
安
定
的
均
衡
成
長 

経
路
が
存
在
す
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
た
。：他
方
、
■'
力
ル
ド
ア(

六

、

五
九
ー
：
ー
ー
六

 

一
A
頁)

は
企
業
者
の
利
潤
動
機
に
も
と
ず
く
投
資
函
数
と
技
術
進
. 

歩
函
数
を
中
心
と
し
て
黄
金
時
代
均
衡
の
.求
心
力
の
メ
ヵ
.
一

1

ズ
ム
を
分
析
し
'た)

？
し
か
し
、
ヵ
ル
ド
ア
成
長
モ
デ
ル
は
福
岡
教
授(

七
、
九
頁
> 
等 

の
指
摘
に
.お
け
る
よ
う
に
陰
伏
的
に
新
古
典
モ
デ
，ル
と
同
様
な
代
替
可
能
な
生
産
函
数
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
の 

よ
う
に
'
黄
金
時
代
均
衡
へ
.の
体
系
.の
収
斂
運
動
を
分
析
す
る
場
合
、
そ
こ
で
陽
表
的
に
せ
よ
陰
伏
的
に
せ
よ
有
限
的
に
代
替
可
能
な
生
産
函
数 

が
前
提
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
述
の
ピ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ド
の
論
文
は
分
析
視
野
の
拡
充
、.
明
示
的
な
条
件
規
定
と
'い
う
意
味
で
重
要
な
貢
献
と 

な
る
も
の
で
あ
る
。
-.
,
し
か
し
、
そ
こ
で
は
技
術
進
歩
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
.0
本
稿
は
.
C
れ
ら
の
諸
貢
献
を
基
礎
と
し
て
、

C 

• 

E 

. 

S

生
産
函
数 

に
ヒ
ッ
ク
ス
的
意
味
に
お
け
る
中
立
的
技
術
進
歩
を
導
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ー
：1

O

A

0と

0

0

<
§

の
場
合
に
関
し
て
、
均
衡
成
長
の
可
能•

不
能
V

及
び
安
定
条
件
に
.
つ
い
て
第
汉
節
で
短
期
的
考
察
.を
行
な
い
、
そ
し
て
ま
：た
第
>

節
に
お
い
て
、
.そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
長
期
的
考
察
を
試

...

.
 

.

-み
る
こ
と
に
し
た
い
.？
：.
:;
ベ,：く

• 

• 

. 

I 

• 

- 

> 

•

こ
こ
で
ま
ず
、

モ
デ
ル
に
関
す
る
基
本
的
前
提
に
の
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

中
立
的
技
術
進
歩
と
緙
済
成
長 

，
 

五

七

(

ヒ
四
九)



' 

.

、
，
、
 

パ

五

八

(

七
五
〇)

〔
仮
：
定

.：

1
1

〕

：
:

:■
:
.
”

、

' 

;

'
:

:■
、

V
.
.

;

産
出
高
了
は
資
本
瓦
と
労
働
レ
の
両
要
素
の
技
術
的
結
合
に
ょ
っ
て
生
産
さ
れ
、そ
こ
で
资
本
と
労
働
は
い
ず
れ
も
同
質
的
で
あ
る
も
の
と
す
る
。
，
 

〔

仮

.宏

2〕

上
の
生
産
の
技
術
的
関
係
は
集
計
的
生
産
函
数
‘ 

s
 

Y
;
=
F
(
K
,
,

 r,，

'

■

.

に
ょ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。

そ
こ
，で
、
.
(1
)
は
：ー1
;次
同
次
性
'(

規
模
.に
関
す
る
収
益
不
変
性
>
を
も
：ち
、

ま
た
一
般
的
セ
.あ
り

具
体
的
な
技
術
函
数
と
し 

て
0
.
.
;
^
.
8

生
産
函
数(

03
^
1
1
?
2.
生
産
函
数)

に
ょ
っ
て
把
捉
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

S

.

矩
'

3

〕

'
 

.

要
素
の
限
界
生
産
力
は
通
減
的f

k
、、 <

0
:

で
、：
f
l、
a

o
で
あ
る
も
.の
と
す
る
。

ょ
っ
て
、
生
産
物
等
暈
曲
線
は
あ
る
有
限
な
曲
率
を
も
つ
。

'
.〔

仮
：：
.定

.
4

〕

.

;

..
-

 

•

•
技
術
進
歩
の
パ
タ
ー
シ
は
ヒ
ッ
ク
ス
的
意
味

(

或
は
ソ
ロ
ー
的
意
味

)

で
中
立
的
、

す
な
わ
ち
資
本
労
働
比
率
一
定
の
場
合
、
要
素
の
限
界
生 

産
力
は
同
率
で
上
昇
し
.(

要
素
の
限
界
代
替
率
は
不
変
に
維
持
さ
れ)

、
生
産
函
数
は
そ
の
技
術
的
関
係
を
.

不
変
に
維
持
し
：つ
つ
時
間
軸
に
関
し
て 

s
s
t

与
す
る
广
そ
こ
で
ク
⑴
は
ー
^

^

气
/

^

デ̂

シ
で
あ
り
ノ
沪

)

は
ダ
の
率
で
指
数

_

杧
上
昇
す
る
も
の
と
す
る
。

_

〔

仮

：
定 

5

〕

：

.

.

 

:

.

.

.

':
技
術
進
歩
の
タ
ィ
プ
はd

i
s
e
m
b
o
d
i
e
d

 

t
y
p
e

で
あ
り
、
事
後
的
代
替e

x
 

p
o
s
t

 

s
u
b
s
t
i
t
u
t
a
b
i
l
i
t
y

が
ゆ
る
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

:〔

仮
.
定

.

.
6

V 

.

:

貯
蓄
率
S
は
時
間
：を
通
じ
て
不
変
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

.

労
働
供
給
は
外
生
的
に
与
え
ら
れ
、

れ
の
率
で
指
数
的
に
成
長
す
る
も
の
と
す
る
。

,

'
.

〔

仮

定

8〕

要
素
市
場
は
競
争
的
均
衡
に
お
か
れ
て
い
る
。
，
 

.

.「

仮
定
2

」

、「

仮
定
4

」

、
及

び

「

仮
定
5

」

、
よ
り
中
立
的
技
術
進
歩
を
導
入
し
た
場
合
：
生
産
函
数
は
、

(2 )

0
よ
ぅ
に
定
式
化
さ
れ
る
。
こ
こ
.

で
、「

仮
定
3」

、よ
り
要
素
の
限
.界
生
産
力
は
通
減
的
で
あ
る
の
で
、
代
替
パ
ラ
''

メ
ー
タ
ー
P
は

丨

1
<ス

3 

で
あ
り
、
そ
こ
で
代
替
弾
力
性
，ぴ
は
0

0

<

0

0
で
あ
つ
て
、.
両
要
素
は
^ '
限
的
に
代
替
可
能
で
あ
り
、
生
産
物
等
量
曲
線
は
正
常
な
曲
率
を
も 

づ
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ
に
⑵
よ
り
'

袋

^
"
^
J

:-
s
 

s
 

^
7
=
-
i
-
v
l
r
y

:

■'

が
導
か
れ(3S。

(

•
は
時
間
に
関
す
る
微
分
を
示
す)

。
こ
こ
で
⑶
ば
資
本
労
働
比
率
を
一
定
，
と

し

た

場
合
に
成
立
す
る
.

関
係
で
あ
る
が
、
両
耍
素
の

限
界
生
産
力
の
増
加
率
が
均
等
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
技
術
進
歩
率
び
に
等
し
い
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
⑷

よ
り
資
本
労
働
比
率
が
一 

定
で
あ
る
と
す
れ
ば
：
要
素
の
限
界
代
替
率
は
不
変
に
■維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
関
係
よ
り
⑵
は
ヒ
ッ
ク
ス(

八
、

一
ニ
一 

こ
ニ
ニ
頁)

、
 

及
び
ソ
ロ
ー(

九
、
三
一
六
頁)

の
、新
古
典
派
的
な
技
術
進
歩
に
関
す
る
中
立
性
公
準
を
充
足
す
る
こ
と
は
自
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の 

よ
ぅ
な
新
古
典
派
に
よ
る
概
念
規
定
に
お
い
て
は
、
技
術
進
歩
が
中
立
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
産
物
等
量
曲
線
は
そ

の

曲
率
を
変
化
す
る
こ 

と
な
く
時
間
軸
に
関
し
てs

h
i
f
t
.
u
p

し
、
ま
た
.資
本
労
働
比
率
が
.
一
定
な
ら
ば
、>

=
0

の
場
合
は
こ
の
条
件
は
必
要
で
な
い)

、
上
述
の
C

.

E

.

S 

生
産
函
数
に
お
い
て
要
潔
の
分
配
率
は
不
変
に
維
持
さ
れ
る
。

'

.

.

つ
ぎ
に
、
分
配
パ
ラ
メ
：丨
タ
丨
^
は

0

0

0
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
る
。

最
後
に
定
数
ァ
は
こ
こ
で
は
単
純
化
の
た
め
に
1
.で
あ
る
と
し
よ
ぅ
。： 

.

中
立
的
技
術
進
歩
と
経
済
成
長 

’ 

五

九

(

七
五
一)



,
 

■
 

,
 

. 

、

六
0

(

七
五
ニ) 

し
た
が
っ
て
、
、以
下
に
お
い
て
対
象
と
さ
れ
る
生
產
函
数
は 

* 

■

(2 
し 

Y
.

4

 

F

i

(

l

i)

r

4

l

-

で
あ
り
、
生
産
函
数
の
'特
性
指
檩
>

に
_
し
て
：：： I

1
A
P
<
0
.

の
場
合
と
o

a

^

a

s 

.

の
場
合
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
成
長
分
析
が
行
わ
れ
る
。
 

つ
ぎ
に
、「
仮
定
7」

よ

り

露

供

給

.知(

は
允
の
率
殆
指
数
的
に
成
長
す
る
-.
%

の
と
'さ

：れ

：
る<0 

(
5
)

 

M
p 
} 

-
 

V 

;
 

■

•
 

•

で
あ
る
。
 

.

 

：
、

'
■(

. 

ぃ
.
” 

'

./
へ

. 

.

.

.

.

.

. 
■

..
::
:

, 

m

モ
デ
ル
に
お
け
る
基
礎
的
関
係
:

.

.

.

.

.

•

.

.

.

.

 

, 
:

:
 

-

 

■■
;'
.

.

.

,
 一;;
.

.

.

.

.:
,,
.

.
 

'

■

:

 

:
ン

.

.

こ
こ
で
ま
ず
、
.モ
デ
.

ル
の
基
本
的
な
性
格
に
つ
い
て
予
備
的
考
察
を
#

な
ぅ
.

こ
と
に
し
よ
ぅ
。

.

均
衡
.成
長
を
問
題
と
す
る
ラ
え
に
お
い
て
、
第 

1

に
産
出
高
、
.及
び
..資
本
.の
成
長
率
の
基
本
的
関
係
、
な
：い
丄
そ
め
相
互
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
中
立
的
技
術
進
歩 

を
導
入
し
た
C

，
瓦
“

さ
生
産
函
数
⑷
に
関
し
て
、
そ
の
両
辺
を
対
数
に
と
り
、
時
間
に
関
し
て
微
分
す
れ
ば
、
⑶
が
導
か
れ
る
。
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萬
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-
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-
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:
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Y
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こ
こ
で
、_

l
 

-ぐ

、中
d

.
は
以
下
の
展
開
に
よ
っ
て
明
ら
か
.な
よ
う
に
資
本
の
分
配
率
に
一
致
す
る
' 

.1

十
ト
ー
，

4)
よ
り

:
へ 

/

w

v
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«
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'

ょ
っ
て
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，
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-

-
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.
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^

^

 

.一

g 

I 

Y
r
■

し
た
が
つ
て
、
m

^
の
一
次
同
次
性
と
罾
素
市
場
れ
競
争
均
衡
の
も
と
に
お
い
て
資
本
の
分
配
率
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
と
全
く
同
様
に 

.-
:

'

ノ 

. 

^
M
r 

.
 

.

し
て
、
—

1

~

^

1

~

^

は
上
の
条
件
の
も
と
で
労
働
の
分
配
率
^

"

"

~

を
示
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

$

 

=

H-*
I

r | w
、̂ ノ

-
.
.
. 

ext 

c 
h，

J

4^
1
4^
を
考
慮
す
れ
ば
、

ぷ

し

、
及

び

^

1

は
そ
れ
ぞ
れ
資
本
の
偏
生
産
弾
力
性
及
び
労
働
の
偏
生
産
弾
力 

性
へ

^

g

y)

を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、——

1
、

T
T
\
「

へ—

^
ド
'

对
丨

ン
は
資
本
の
分
配
率(

労
働
の
分
配
率)

を

m

l

、」

u

 

?

1.
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ぶ

K
.

 y

■ニ

，

(
K

く

 

一

中
立
的
技
術
進
少
と
経
済
成
-M
六

一

(

七
五
三)
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V.
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,
六 H

,
.
-
(

七
五
四)

.

.

示
す
も
の
で
あ
り
、
択
一
的
に
資
本
の
偏
生
産
弾
力
性(

労
働
の
偏
生
産
弾
力
性)

を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、

い
ま
そ

れ

ぞ

れ

を
抑 

及

び

加

で
示
す
こ
と
に
.

し
よ
ぅ
。

'

.

分
つ
て
、
(8
)

ば
：

:

'
リ
 

-

V

-

00 

叫 4

十 

内 W

t-1

十

,

T

 

.

.

.
 

I

.

こ
.

こ

で

9
7
L
.
H
1

1

で

あ

り
■.

ま
た

.
1

仮
定
7

J

よ
り

.■
■
「
■

 =

ミ
で
あ
る
の
.
.で

VB

a

-^
.
 

.
 

■

00

匕

-
^
F
-
=to
+

-^
K
-
^
F
~ 十
ミ(

1—

d
K
V 

:

.で
あ
る
。
.ソ
ロ

ー

(

九
、
三
一
三
頁)
は
中
立
的
技
術
進
歩
と
一
.次
同
次
性
を
仮
定
し
て
、
生
産
函
数

Y
v

n

 

A
s 
;

(

«

,
む

よ

り

•
.

(

こ
こ
：で
m

は
資
本
の
分
配
率)

'

'

•

 
■

 

.
.

.

を
導
出
す
る
が
、
86
)

は

こ

れ

と

全

く

 

c
o
n
s
i
s
t
e
n
t

で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

86
)

に
お
い
て
伽
は
、もしで

n

o

 

(

ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数)

だ
ら
ば
穿
=

07
-

で
あ
り

c
o
n
s
t
a
n
t

で
あ
る
が
、

—
1
<
P
<
〇
、

及

び
0

0
<
0
0

の
場
合
は
可
変
的
で
あ
る
。
.
よ
っ
て
、
こ
.の
伽
の
変
動
の
態
様
を
把
捉
す
る
こ
と
が
こ
れ
ら
の
場
合
，の
産
出
高
成
長
率
の
運
動
を
理
解
す
る
う

え
に
不
可
欠
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
伽
の
変
域
、
及
、び
取
の
変
動
の
説
明
要
因
に
つ
い
：て
検
討
し
よ
う
。

.
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1

.

.

.

.

.

.

圓
.

 
.

 

.

す
で
に
述
べ
ら
れ
た
関
係
に
よ
り 

，

.

(
1
1
)

ぎ

=
—

1-1 
I

パ へ

tr* W

^— ^

で
あ
る
の
で
、0

<
p
<
8

の
場
合
に
•お
い
て
は
K

L
を
o

に
近
づ
け
る
とl

i
m

穿
=
1

で
あ
り
、
ま

た
K
I
L

を

CO

に
近
づ
け
る
な
ら
ば

1W
1

0

.
 

•

l
i
m

穿=
0

で
あ
る
。
全
く
同
様
に
し
て
、

H
.
4
8

.

I

X

X

Oの
場
合
はl

i
m
?
;
K
H
o

で
あ
り
、
ま

た

u

m

d

K

n

l
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

加
の
動
き
は
ー
l〈
p

A

oと

o
〈

p
〈

c
o

と
の

;

f

o

 

T
 

.

場
合
全
く
逆
と
な
る
が
、

伽
の
変
域
は
0

^

穿
叭
1

で
あ
る
こ
と
は
自
ら
明
ら
か
で
.

あ
り
、

汍
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

上
述
の
よ
ぅ
に
、

伽

は

丨
1

0
<

0

と
O

A

入

8

の
場
合
、
資
本
労
働
比
率
に
よ
っ
て
一
意
的
に
規
定
さ
れ
る
が
、

つ
ぎ
に
他
の
関
速
要 

因
に
づ
い
て
触
れ
て
み
よ
ぅ
。

-

q
>
y

g

(
1

2
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1

1
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で
あ
る
の
で
、

2 J

よ
り
導
か
れ
る
。
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=
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(
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丨
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に
代
入
し
，、
変
形
す
れ
ば 

•

(
1
5
)

 

V
K
2
u
e
i 

が
得
ら
れ
る
" 

‘

し
た
が
っ
て
、

伽
は
資
本
の
生
産
性
と
技
術
進
歩
の
函
数
と
し
て
示
さ
れ
る
。
ま
た
一
方
、

.

ふ16
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、

(
1
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し
.
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立
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技
術
進
歩
と
経
済
成
長
■'
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五
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属
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懸
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で
あ
り
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仮
定
6

J

ょ
-り

^
-

=
s

で
あ
る
の
で 

、

• 

,

§

^

=

.

中
 

>

或
は
'

，.

、.
パ
で
^
^
^
^
^
^

 

-

 

‘

: 

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
^

1 ?
'

は

Y

K

と
比
例
関
係
に
お
か
れ
る
。

ょ
つ
.て
、
(1
5

)-'
'
は

択

一

的

に
(

1
8

}

ぎ
"

K

+

S

V

 

\

し
た
が
つ
て
、
''
.
伽
.
は
資
本
の
成
長
率
と
技
術
進
歩
の
函
数
と
し
て
も
示
さ
れ
る
。：
 

-
 

つ
ぎ
に
、
：
伽
'
7)

相
対
的
変
動
率
に
_

し
て
0 0

の
.
関
係
ょ
り
導
く
な
ら
ば
次
の
通
り
と
な
る
。

.

11
)

の
両
辺
を
対
数
.に
.と
り
、
時
間
に
関
し
て
微
分
す
れ
ば 

(
1
9
)

 

1
0
2
K
4
=
l
l
o
g
l
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—
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(
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‘
}

r

 

.
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.
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1

1

1
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v

r
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, 
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-

こ
こ
で
、
-

~

53

!—
>>『

乳
で
あ
る
の
で

1

+
益

4

I

 

*

=

し 
I

®

 

f
:

. 

.
.

,

u

の
変
域
は
既
に
述
べ
ら
ft

た
が
"

そ
れ
が
o

で
な
い
な
ら
ば

?
1
<
P
<
0

の
場
合
に
お
ぃ
て
は
資
本
労
働
比
率
が
00

で
な
く
、
.

そ
し
て
ま
た0

<

.

.

.

 

■
 

-
 

.

.

で<

8

の
場
合
に
お
\,
>

て
そ
れ
が
0

で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る)

%

は

|

|—
*〈

で〈

0 

.の
場
合
、
資
本
労
働
比
率
の
増
加(

減
少)

に
よ
つ
て
増
加

(

減

1

少)

し
、
そ
し

て
0

<入

8

の
場
合
、
そ
の
増
加(

減
少)

.に
よ
っ
て
減
少(

増
加)

す
る
。

.
，
と
こ
ろ
で
、
幻
よ
り
資
本
の
说
長
率
は
寶
本
の
生
産
性
の
函
数
で
あ
る
。
' そ
し
て
ま
た
、

^

も
資
本
の
生
産
性
の
函
数
で
.あ
る
の
で
、
{8
ft■で 

_ 

/
1
\

示
さ
れ
る
産
出
高
成
長
率
は
同
様
に
資
本
の
生
産
性
の
■函
数
と
な
.る
。

%

に
17
0

と
(1
5

)
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.

を
代
入
す
^-

ば
、
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.
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こ
の
よ
う
に
、
.資
本
の
成
長
率
も
産
.出
高
成
長
率
%-
と
も
に
資
本
の
生
産
性
と
い
う
共
通
の
説
明
変
数
を
も
つ
こ
と
に

な

る

の

で
、

こ

の

資
本

V 

- 

- 

-

の
生
産
性
をk

e
y

 

v
a
r
i
a
b
l
e

と
し
て
両
者
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。，
と
こ
ろ
で
、'
:こ
の
資
本
の
生
產
性
は
ー1

<
P
<
0

の

.
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.

 

.
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場
合
：
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よ
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本
労
働
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近
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け
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.
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ど
な
り
、.
こ
：れ
が
6
時
に
お
け
る
資
本
の
生
産
性
の
下
限
と
な
る
”

ま
た
，、
S

A

8

の
場
合
に
お
い
て
は
、
資
本
労
働
比
率
を
o
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近
づ
け

る
と
.
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:
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.
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.

と
な
び
V

こ
れ
が
6
時
の
資
本
，の
生
産
性
の
上
限
と
な
る
。
：
こ
の
上
う
に
、(

+

%

%

.が

丄

八

^
八
0(

0
<入

8)

に
.お
け
るs

u
p
.
^
-
(
I
n
f
.

及

.

と
な
る
。'.
:
:さ
て
、
均
衡
敗
長
'
''
.

'-
:

'

.

.

.:
リ
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•
•
'
-
■'八

,
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:
 

-

中
立
的
技
術
進
歩
と
経
済
成
長 
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六

五

(

七
五
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•
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六
六
.(

七
五
八)

を
可
能
な
ら
し
め
る
資
木
の
生
産
性
を
Y
I
K (

こ
の
決
定
は
後
ほ
ど
示
さ
れ
る)

と
す
れ
ば
、
こ

の

Y

I

Kが

ー

l

A

p

A

o
の
場
合
は
そ
の
下
限 

値
、
0

A

A

8の
場
合
は
そ
の
上
限
値
の
許
容
す
る
範
囲
内
に
入
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
均
衡
成
長
の
可
能
*
不
能
が
判
別
さ
れ
る
こ
と
に
な 

.る
。
，こ
れ
ら
の
下
限
値
‘
上
眼
値
は
技
術
進
歩
の
存
在
し
な
い
場
合
は
㈣

と
㈣

に
お
い
て
«Q
=
=
0 

.

で
あ
る
の
で
；co

n
s
t
a
n
t

で
あ
り
、

時
間
と
独 

立
で
あ
る
。
し
か
し
が
が
^
、
.
'中
立
的
掛
術
進
■

が
：行
わ
れ
る
場
合
は
-'が

CO
と
な
れ
ば
''
.

^

^

^
0̂0
:と
^
る
。
.
.そ
と
；で
、
0
^

<

^

知
場 

合
、i

n

 

t
h
e

 

l
o
n
g

 

3
P

に
お
い
て
Y
j
K
0

上
限
が
00
で
あ
る
こ
と
は
.1
1
1

t
h
e

 

s
h
o
r
t

 

r
u
n

に
お
け
る
よ
う
な
Y

I

Kの

c
o
n
s
t
r
a
i
n
t

が
^
 

実
上
存
在
し
な
：い
こ
と
に
な
る
。.
ま
た
、
-,
■〇
八
p

<

8';
'
:の
場
合
、：

下
限
値
が
.CO
に
な
る
こ
と
に
1-
っ
て
、へ
そ
の
限
.り
体
系
は
存
在
不
能
と
な
る
こ 

と
に
な
る
。
：：こ
：0
よ
う
に
：
そ
れ
ぞ
れ
>
.瓦
：の
下
限
値
..
±
限
値
が
時
間
を
通
じ
て
増
大
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
体
系
の
存
在
領
域
の
拡
張
、
 

或
は
输
小
を
も
た
ら
>

^

_た
そ
'れ
が
均
衡
成
長
©
可
能
.
.不
能
に
敗
響
を
及
^V

こ
と
は
中
^

^
技
術
進
歩
に
扮
け
る
特
長
め
：一
で
あ
石
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ま
た
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技
■

員
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の
存
在
し
な
い
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合
、
均
衡
成
長
率
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o
n
s
t
a
n
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で
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す
る
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、
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れ
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よ
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.
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(
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し
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(

货
。
に
つ
い
て
は
後
述)

で
与
え
ら
れ
、
そ
こ
で
第
汉
節
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

版
は
時
間
を
通
じ 

.

て
変
化
す
る
の
で
、
均
衡
成
長
率
も
そ
れ
に
伴
：0

て
；変
化
.

す
を
。
こ
れ
が
、

.

の
'

種
の
中
立
的
技
術
進
涉
に
.

お
け
る
特
質
の
ニ
で
あ
る
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'へ^'
ゃ
短
期
に
*;
^

^

^

前
節
に
お
け
る
甚
礎
的
% '
-
察
を
も
と
に
し
てi

n

 

t
h
e

 '
s
h
o
r
t

 

.
r
u
n

に
関
す
る
均
衡
成
長
の
可
餛
•
不
能
、
；
及
び
安
楚
条
件
の
存
在

•

不
存
在 

に
9

い
て
.
i

h-
'

A
-'
o

A

o

i

o

A

P

A

C

O

の
場
合
に
.
分
け
て
考
察
し
よ
う
。.

ピ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ド
は
技
術
進
歩
が
存
在
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
 

A

r

な
ら
ば
、.
.黄
金
時
代
均
衡
'(

p

.

n

£

.が
存
在
.し
、
.,

そ
し
て
そ
こ
で
産
出
高
成
長
率
、
.
資
本
成
長
率
、
お
よ
び
労
働
の
成
長
率
は
同 

率

W

と
な
り
、
ぺ
ま
た
そ
，の
場
合
に
お
け
る
黄
金
時
代
均
衡
の
存
在
条
件
が
同
時
に
そ
の
安
定
条
件
と
：な
る
関
孫
を
分
析
し
1
た
。
'.

そ

し

て
、
 

a

@

/

v

lな
ら
ば
、
黄
金
時
代
は
存
在
せ
ず
フ

い
わ
ゆ
る
コ
ー
ナ
ー
：型
均
衡
が
存
在
す
る
関
係
を
見
出
し
た
。
 

,

と
こ
ろ
で
、
中
立
的
技
術
進
歩
が
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
体
系
は
い
か
な
る
関
係
に
お
.か
れ
る
，で
あ
ろ
ぅ
か
。
そ
こ
で
、
ま
ず

ー
1
/\
P

<

0
 

の
_

合
に
つ
い
て
、
均
衡
成
長
に
関
す
る
可
能
条
件
、
お
よ
、び
均
衡
点
の
性
格
と
そ
れ
に
対
す
る
体
系
の
運
動
の
パ
タ
I

ン
に
関
し
て
考
察
し
よ 

ぅ
。''
-

そ
こ
で
当
然
問
題
と
な
る
の
は
産
出
高
成
長
率
と
資
本
の
成
長
率
と
の
間
の
相
互
関
係
で
、あ
る
。
前
述
の
よ
ぅ
に
産
出
高
成
長
率
と
資
本
の

成
長
率
の
い
ず
れ
も
¥
瓦

の
函
数
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
資
本
の
成
長
率
と
Y

I

K
と
の
.

関
係
を
示
す
曲
線一

-

以
下
こ
れ
を
GK

-

曲
線
と
よ
ぶ

■ 

* 

. 

.

は
A

よ
り
S

の
勾
配
を
も
つ
直
線
で
あ
る
。

一
方
、
産
出
高
成
長
率
と
Y

K

と
の
関 

係
を
示
す
曲
線~

.—

以
下
に
.お
.
い
て
G V

曲
線
と
よ
ぶ
は
上
方
に
陳
し
て
^
の
出
線
と
な 

る
。
と
い
ヶ
の
は
、
：㈣

を
.
Y

I

Kに
つ
.い
て
偏
微
分
し
.、
第
二
次
偏
微
係
数
を
導
く
な
ら
ば
、

oo
CJV
^^へ

Q>

叫

と
な
り
、：

25
)

に
お
い
：て
-I
I

A

I

J

A

O

;の
.

場
合
、
 

あ
る
'

の
で

：{

 

.

.

}

 

は
■

正
で
.

あ
る
が
、
P
C>
?(

N H) 

ざ

か

ら

で

あ

る

：。

:
：

rflst

内
の
第

K

項
は
正
、'
第
二
項
は
负
で 

は
.
.負
.で
あ
る
の
^

|0
>
!
^
=
|
~
八
0

と
な

へ
.こ
こ
で
、
こ
れ
^.
の
：関
係
を
図
解
的
：に
示
そ
ぅ
。.：.第
ー
図
は
£
時
点
に
お
け
る
.ら
曲
線
と 

ん
曲
線
’
そ
れ
に
勞
働
が
成
長
率
を
示
す
ル
曲
線
と
そ
扠
と
技
術
進
歩
率
の
和
を
示
す
ら
曲 

#

を
«

時
：に
書
き
こ
"ん
.だ
も
の
で
‘

る
。
そ
こ
一
で
は
，
Y

K
が

黯

で

測

ら

れ

、
Gy
、

%
 

^

◊
及
び
0,
ば
縦
軸
で
測
ら
れ
る
。：
第

一.
國
へ
に
お
^

て
广
/̂

耳
の
卞
限
点
が
か
時
点
で
ひ
と
い
^

^

の
間
^

位
匱
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ 

;て
い
る
。
ま
た
，

(：

こ)
j

で
ル
曲
線
匕
&
曲
撒
に
関
し
て
.は

前

述

の

'
通

か

で

あ
.る
が
、
.̂

曲
線
は
：¥ .
瓦

.ー
と
独
立〗

で
^ :

る
の
■で
、
：

?1
の
切
片
を
も
つ 

横
軸
に
平
行
な
半
|]
1
線
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
G N
曲
線
は
ハ
ロ
ッ
ド(

一
一
、
八
七
S

の
自
然
成
長
率
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
问 

中
立
的
技
術
進
歩
と
経
済
成
長 

六

七

(

七
五
九)

ゝ

望
f
^
^
L
^

に

0
:

2
^

が
；
^

^ .
^

^

i

J

5-f
?

1 

< 

I

V 

n

 

s

.
た



、

、

. 

六

八

(

七
六
.

〇)
.

様

に
¥

^

ふ
独
立
で
あ
る
の
で
、“

+

^

の
切
片
を
も
.

つ
.

横
軸
に
平
行
な
半
直
線
と
し
て
示
さ
れ
る
。

' 

,,

.

っ
ぎ
に
ノ〜

時
点
に
お
け
^
ル
曲
線
に
関
し
て
、.
第

.一：
図
と
の
関
連
に
お
いH

検
討
し
よ
ぅ
。
Y

K

.が
下
限
点
に
位
置
す
る
場
合
、
05
)

に

:
■ 

.

.

.

 

'

(

+

)

v

を
代
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
は
そ
こ
で
は
尺
17

が
00

で
あ
る
の
で
(1
0

の.
関
係
に
よ
っ
て
、'.
取
は
1

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
.
3,
)

よ
り
.

,

=<c
l十

-！
-

と
な
り
、
第
一
図
に
お
い
て
こ
れ
は
S
点
に
対
応
す
る
。

つ
ぎ
に
、
Y

K
が

れ
I

s
の
点
に
お
い
て
は

で
あ
り
、
85
)

は

か

"
«0
+

|

+炎
1
丨
色
“
ぬ
+
さ
と
贫
る
。
し
た
が
っ
て
、
GV
曲
線
は
ぺ
点
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

w

L

 

( 

.
 

K 

々

X

K

く
が
-

^

r

の
点
で
は
、

ぬ+

さ
で
あ
り
、

G
K
H
Q
N

で
あ
る
の
で
ノ
收
は
^

“

ぬ+
^

+

さ̂

+

^

丫
^

“

ミ
+
^
+
^
人
こ
こ
で 

0
<

窗 <
1
)

と
な
り
、
こ
れ
は
¥
点
に
対
芯
す
>̂
4
。
ま
た
、
Q
点

で

ば

^ H
=

I

T
ミ+

 
T

C

で
あ
り
、
そ
こ
で
同
点
に
お
い
て
、

均
衡
成 

長
率
が
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
、
Y

I

K

が
°°

と
な
れ
ば
、
K

L

は
0

;

と
.

な
り
、
(1
5

)

或
は
(1
0

の
関
係
よ
り
穿
"0

と
な
る
。
し
た
が
っ 

て
、
B,
)

よ
り
+

=

ぬ+

さ
で
あ
る
。
こ
の
よ
ぅ
に
、
0,

曲
線
は
そ
の
卞
限
点
に
お
い
て
は

G
y

 

=

<Q
+GK

で
あ
る
の
で
、
GK

曲
線
の
上
方
に
位 

置
し
、
そ
し
て
ま
た
.

>

耳

が
00

と
な
れ
ば
'

^
"

り+

さ
.

で
あ
る
の
で
、
0£

曲
線
の
下
方
に
位
置
す
る
。
し
た
が
っ
'

て
、
..‘

曲

線

は

ル

曲

線

を

左 

方
か
ら
右
方
に
切
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
交
点
が
前
述
の
Q

点
に
他
な
ら
な
'

い
。」

そ
し
て
、
こ
の
Q

点
に
お
い
て
均
衡
成
長
率
が
成
立
す
る
が
' 

こ
こ
で
均
衡
成
長
の
可
能
条
件
を
検
討
し
よ
ぅ
。
い
ま
'

Q

点
に
お
け
る
Y

K

^

Y0
I

K

i

*

^

K

、
o

Y

I

K

は
下
限
値
以
上
に
位
置
せ
ね
ば
な 

ら
な
い 
0

.

よ
つ
て
、
/

-

-

.

-

'

.

1

,.‘

■.
;
'

:

■'
.'
i 

+ 

I

L

r

l
 

.

.

'

.

(26) 

t

>(

e

- r
或

は

S
 

-■ 

V

 

(
こ
こ
で
、
。砟
は
0
点
に
お
け
る
取) 

と
い
ぅ
関
係
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
-:
'
17
ょ

り

.

さ

h-1

太

I

to

I

c
oaパ̂  

.、■

で
あ
る
の
で
、
¥°
1^
.

は
£

が
与
ぇ
ら
れ
る
.

こ
と
に
よ
_

っ
て
27
)

の
.

関
係
よ
り
与
え
ら
れ
る
。
(2
6

の
関
係
は
択
一
的
に

:

;

-

.

(

2

s

;ど
な
る
。
15
)

よ
り
、‘

-

^

}-,
!

は

。珈
に
他
な
ら
.な
い
.の
で
、.
こ

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

:

 

-

.

 

•

(28し

穿

〈
1

.

•

V
.

'
-

 

.

 

:

.

.

'

，
へ

，.

e g
.

.

 

-

.

と
表
わ
せ
よ
う
。
そ
こ
で
、
(2
6
で
示
さ
れ
る
均
衡
成
長
の
可
能
条
件
よ
り
、一

^
=

^
>

7
^

で
あ
る
の
で
、
^

:
は

^

^

Iよ
り
も 

大
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
：；て
0
?点
は
ね
点
の
右
方
に
位
置
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
の
関
係
に
よ
ろ
て
、
均
衡
成
^

の
可
能
条
件
は
、
 

(2
7
)よ
り
6
が
与
え
ら
れ
こ
と
に
よ
っ
て
決
ま
る
-

^

-が

h
^
r
A
^
l
と
な
る
と
い
う
関
係
に
よ
っ
て
表
わ
す
こ
七
も
出
来
よ
う
"

と
こ
ろ 

で
、
均
衡
点
0
?は
も
し
生
產
函
数
が
ダ
グ
ラ
ス
函
数(

p
=
o

)

で
あ
る
な
ら
ば
、

取
は
時
間
を
通
じ
て1

定
で
あ
る
の
で
、
定
点
で
あ
り
、
長
期 

均
衡
点
と
な
る
も
の
で
あ
る
。.
そ
し
て
そ
と
で
黄
金
時
代
均
衡
が
究
極
的
に
達
成
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
1
1八P

<
0

に
お
い
て
も
、
ま
た 

资
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
0
<
>八
8

に
お
い
て
も
Q
点
は
時
間
.を
逋
じ
て
同
一
位
置
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、.
Q
点
に
お
い
て
は
第
一 

■図
で
明
ら
か
な
よ
う
に
’

^

^

で̂
あ
る
の
で
广
肌
よ
り
丄
八
^

^
の
場
合
^
h〉

0

で
あ
り
、

%
は
増
加
す
る
の
.で
均
衡
成
長
率
は
増 

加
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
Q
点
は
時
間
を
通
じ
て
移
動
す
る
の
で
長
期
均
衡
点
で
な
い
。
こ
れ
は
後
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
GY
曲
線 

が
時
間
を
通
じ
て
そ
の
勾
配
を
変
化
し
、
ま
た
そ
の
下
限
点
が
右
方
に
移
動
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、
GV 

曲
線
は
^

仄
/の
下
限
点
が
％
8

以
下
な
.ら
ば
；2
:点
を
軸
点
と
し
ぃ
て
上
方
に
3

^

»し
、
ま
た
そ
れ
が
A
S
.以
上
に
お
い
て
も
同
様
に
㈤0:

 ̂

.
'す
る
.か
ら
に
他
な
ら
.な
い
..。.
.
.
'
.

前
述
：の
よ
う
に
、
Q

点
は
均
衡
成
長
率
が
成
立
す
る
点
で
あ
.る
が
、
.
.
.
.
そ
れ
.が
一
.時
.
.

(

或
は
移
動)

.均
衡
点
で
あ
る
に 

せ
よ
、
体
系
は
Q
点
に
収
束
す
る
傾
向
を
も
つ
だ
ろ
う
.か
。
.
そ
•こ
で
、
こ
の
0
*点
に
お
け
る
^
曲
線
の
勾
配
を
求
め
れ
ば
、
(2
0
を

Y

I

Kに
つ
い 

.て
偏
微
分
し
て
丨
^̂
^̂

-
中
立
的
技
術
進
歩
と
経
済
成
長
' 

.
六

九

(

七
六
一)



濃 ;

„ 淨
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(15)

X

I

Q

点
に
お
い
て
は

o

«QI

穿

内

で

あ

る

，
の
で

<c»

w

I

穿

七
〇

(

七
六
ニ)

•w

sJ.

H

I

 

/

p-f
l

-

ド

l
l
w

30
r
tに
お
い
て
、
0

<

%。/\
1

で
ぁ
る
の
で
、悉

I
穿

-
>
0

で
あ
.■り
，
よ
つV

 

w

v

で

ド

で
あ
る
0

し
：た

が

っ

て

、

丨
1

0

A

0
に
お
い
て
は(

)

へ
内
.は
1

以
下
と
な
^V、
以
上
.の
関
係
に
，ょ
っ
て
，|

丨
-

^

Q>

w |k

ふ : n

 

1

1

穿

- 

へs
.

と
な
る

.

 

•

 

.

.

.
'
.
,

 

-

 

• '

 

.

.
r
' 

•
'
.
- 

-
-

ま
た
，
ル
曲
線
の
勾
配
は
1 7
„
ょ
り
8

で
あ
る
。
ょ
っ
て
、
<
3
?点
に
お
い
て
は
-

^

-

<

:

;

^

^

.

で
あ
る
こ
.
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

.

'

■
: 

オ

 

:

.

(

+

)

ぐ

八
_

<

わ

な

ら

ば

、
^

>

^

で
あ
り
- ¥

耳
は
増
加
し
、
そ
し
て
_

>

_

で
あ
る
な
ら
ば
、G

Y
A

G
K

で
あ
っ
て
Y

I

K
は
減 

少
し
、

一
時
均
衡
点
に
収
束
す
る
傾
向
を
も
? '」

と
に
な
る
0

こ
の
関
係
を
択
一
.的
に
次
の
ょ
ぅ
に
表
わ
す
こ
と
が
出
来
る
。
い
ま
、

G V
o

G K
r 

対
す
る
乘
離
を
E

と
す
れ
ば
、
E

曲
線
は
第
一
図
で
示
さ
れ
る
よ
う
.に
Y

I

K
軸
に
閨
し
て
負
の
傾
斜
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、-

^
<

0

で
あ
つ

Q>
叫

て
、
こ
の
よ
う
な
関
係
.の
'も
.■と
で
..は
、
Y

I

Kの
パ
ラ
，
メ
.'丨
.タ
.し
機
能
を
通
し
て
.E
,

を
.o

な
.，ら
し
めK

?

よ
う
.に
GV

.は
GK

に
..調

整

さ

れ

る

こ 

の
よ
う
な
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
一：時
均
衡
点
の
両
侧
に
お
.い
て
収
斂
作
用
が
働
ら
く
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
ま
た
、.
均
衡
成
長
の
可 

能
条
件
と
し
1
28
)

で
示
さ
れ
る
よ
う
に
，_

。<

1
で
与
え
ら
れ
る
が
、
こ
'：れ
は
同
時
に1

1
<
P
<
°

に
.お
け
る
場
合
、
体
系
が
一
時
均
衡
点
へ
収 

來
す
る
条
件
と
な
る
こ
と
、力
明
ら
力
•で
あ
る

.
以
上
に
ょ
っ
て
、

l

l

A

P

A

O
に
お
け
る
一
：時
均
衡
^
:
.
.
及
び
そ
れ
'^
め

：ぐ

る

体

系

.の

運

動

に

つ
い
.

て
検
討
し
た
が
、
既
に
述
べ
ら
れ
た
よ

う
に 

ー
^'
均
^
点
6
?は
^

_
線
の
_
間
を
通
じ
て
：の

w
M
f
t

と
下
限
点
の
右
方
べ
の
.移
動
に
と
も
な
，
'0
て
移
動
す
る
。
こ
こ
で
'
そ
れ
が
：い
が
な

\

 

/

る
関
係
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
る
か
を
検
討
し
ょ
う
。
15
)

よ
り
-'
伽
'は
所
与
.の
Y
I
K
,の
も
と
で
時
間
を
通
じ
て
増
加
し
、
そ
れ
に
と
も
な
づ
て
29
ょ

■ 

' 

■ 
- 

/
1
\ 

'

り

も
同
様
に
増
加
す
る
の「

で
、
^

曲
線
の
勾
配
は
次
第
に
大
と
な
る
^

ま
た
フ
^

曲
線
は
下
限
点
が
れ
! -

以
下
な
ら
ば
、
N

点
を
通

_ 

:

通
し
、
そ
し
て
下
限
点

が

れ
ー
ー
日
以
上
で
あ
づ
て
も

-
,
:§線
'を
左
方
に
'延
長
す
れ
ば
；2
:点
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
下
限
点
で
は

:

:'
■

- 

-

'

■■
■

,

.

.

'

'
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G
Y

 =

 G
K
+

tQ
で
あ
り
、:
Y

I

Rが

CO
の
と
こ
ろ
で
o

"

J

+<Q
で
あ
る
。
.第
二
図
は
時
点
^
O'
で
第
.
.一
囪
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
GY
曲
線
が
お
か
れ

.
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.
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.
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.

.

.
 

,

.

る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
が
時
点
も
で
い
か
.

に
1

す
る
か
を
上
述
の
関
係
に
し
た
が
っ
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
下
限
点
が
時
点

^

に
：お

い

てニ
 5

4
s

 

で
あ
り
：，
:そ
れ
が
時
点
.
6

で
そ
れ
以
上
に
な
る
も
の
と
し
.、■

後
者
に
.お
.い
て
も
^

A

l
.が

成

立

す

る

も

の

と

し

て

' 

.

.

.

. 

, 

: 

-

描
か
れ
て
い
る
”
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， 

： 

'
■
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'
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.

'
,
.

■

.
第
二
図
で
示
さ
れ
る
：ょ
}

に
ぽ
^

曲
線
は
.ネ

睁
; ^

に
お
.
い
そ
.

^

曲

線

の

：よ

う

ね
^

5

 

U
時
点
に
.お
け
る
一 

時
均
衡
点
Q

は

，̂
.
時

点

に

お

い

；
て
.絮

点

驚

移

動

，

名
と

.辜

に
^

る
-0

で
、.
均
衡
成
.長
率
も
そ
れ
に
伴
っ
.て
増
加
す
命
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
過
程
は
^

<

1
で
あ
る
か
ぎ
り
持
続
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の 

よ
う
に
し
て
新
し
く
生
ず
る
均
衡
点
の
性
格
は
前
述
の
Q

点
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
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立
的
技
術
進
步
と
経
済
成
良 
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六
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.:■
つ
ぎ
に
、
0

0

<

8

,の
場
合
：に
.関
し
て
.、.
.：
同
様
.に
均
衡
成
長
の
可
能
:.
_不
能
の
条
件
、
及
び
均
衡
点
の
性
格
七
均
衡
点
に
対
す
る
体
系
の
運 

動
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
以
下
検
討
を
試
み
る
^

と
に
し
ー
よ
ぅ
。，
、

: 

■

 

.

 .

.

 

*

れ
そ
こ
で
：、：：：.ま
ず
ォ
時
病
に
’お
け
る
&

へ
曲
線
の
形
状
を
検
討
す
る
た
め
に
、'
GV
、
の

Y
.
-
KにS

i
-

る
偏
微
係
数
を
表
わ
す
紙
を
中
心
と
し
て

考

察

す

名

こ

と

；
に

す

る

。
：

29
«
に
関
し.て
.、
第
&

節

で

述

：べ
：た
：関

係

に

ょ

っ

；

.て
、.
%
:は
>

貢

^ ̂

o

.
で
あ
.る
が
、
.そ
こ
で
Y

I

Kが
.上

限

I

Y

I

C点
で
あ
る
場
合
は
1

で
あ

る
,0
ょ
.っ
て
、0

<
_

図第

^
l"
-IA(

-
l
-

)

广

-
に
お
い
て
は
l
iv
%

>

0 で
あ
る

し
た
が
っ
て
、

内
が
負
、

及
び

正

で

る

か

に

よ
つ

て

Q>

は

負

及
び

正
，と
な
る
。
択
一
的
に
こ
れ
は
次
の
よ
ぅ
に
示
さ
れ
る
。

XX>
v_✓

1

で

な
ら
ば

.

1(

符
号
同
順)

:■
■

以
上
め
考
察
に
よ
っ
て
、
0,
曲
線
は
上
方
に
四
の
袖
線
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
ぎ 

.に

:
図
解
的
に
0,
曲
線
、、
^

曲
線
、
.及
び
^

曲
線
と
.G L
.
.曲
線
の
相
互
関
係
を
示
そ
ぅ
。

.第
三
：図
は
第
1
'
.図
.と

同

様
.̂
..し
て
描
か
れ
.た

:%
^

で
あ
-̂
.。：'
.こ
.
こ
.で
、
GK
曲
線
、.
GL
-

曲
線
、

V

'

-

-

 

fl 

*

.

及
び
^

曲
線
に
.

間
し
.

て
は
前
述
の
通
.

り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
.

こ
で
Y

I

K

の
上
限
点
が
第
三
機
に

お
け
る
よ
ぅ
に
^

>
—
： .

の
右
方
：に
位
匱
し
、
均
衡
点
が
存
在
す
る
も
の
と
.す
る
。
そ
こ
セ
^

曲
線
は
、
Y

K
が
0
な
ら
ば
(1
5
)よ

りマ
=

0

で 

^-
~

Y

~

=«C
>

+

さ
■

で
あ
り
、
.R

点
を
通
過
す
る
*

あ
る
の
で

つ
ぎ
に
、
Y

I

K

#

^

8
の
4

に
お
い
て
は
|

1

0

<

0の
場
合
と
同
様
に
し
て

丨对

II

叫.

で
あ
る
の
で
、
-

^

=

^

+

^

:

で
あ
り
"
0,
曲
線
は
ね
点
を
通
過
す
；る
。
：
こ
の
.よ
ぅ
に
、
R
点
と
；2
;点

に

お

い

、
て

は

.
¥

¥'
.
は

同

値

で

あ

り>

そ
し
て
：両
点
は
g n
曲
線
上
^
.位
歡
す
る
こ
と
に
な
る
。
.
前
述
：の
--
:

^

-

=

—

ギ

^

,
の

.^
は
^

^〈

1

で
：ぁ
.る

の

で

、
.：>

?

が

b

e

h

b

b

h

e

b

ル
I

sの
場
合
の
中
間
に
位
置
す
る
。
:
こ
の
Y

I

Kが

で
で
-f
l
 

s

の
点
で
^

曲
線
.は

29
a)

よ
り
，

で
あ
る
の
で
そ
の

.勾
配
が

o
と
な

Q>

か

.で
+  
j-*

以
下
の
と
こ
ろ
で
は
勾
配
が
負
で
あ
り
、

P

+1

以
上
で
は
そ
れ
が
正
と
な
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、

• 

4

.の
点
に
お
い
て
は
、

さ
+
?,
+-
^

,

©

〈

^
K
A
l

)

ど
^
り
、.肘
点
で
.示
ざ
れ
み
。
.
.
Q点
に
.お
い
て
は^

-
=
.

図第に
位
置
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
'っ
て
、

(33) 

^

-

<

(

+)

\

或

は

(33

し 

中
立
的
技
術
進
歩
と
経
済
成
長
.

■

1

+

1

^^ !

が
成
立
す
る
。
こ
こ
で
Q
点
は
後
に
述
べ
ら
れ
る
ょ
ぅ
に
一
時
、

或
い
は
移
動
均
衡
点
で
あ 

る
.
.0
そ
こ
で
<
3
?点
に
お
け
る
¥

¥
は
篮
点
の
そ
れ
ょ
り
も
大
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
両
点 

に
お
け
る
Y

I

Yの
差
を
と
'る
と

CO
to

(

窗 
|

窗)

+

%

-5
S

K

I
I 穿
。

cc
—

 

I

J

l

I
I 
气
 

J

と
な
り
、

こ
こ
で
15
)

ょ

り

1

瓦
が
大
な
る
方
が
版
は
大
で
あ
る
の
で
、
穿
。>
穿
と
な
り
、
 

し
た
が
っ
て
32
)

は
正
と
な
る
か
ら
で
ぁ
る
。
最
後
に
、
Y

1

Xが上
限点
のと
こ

ろ
で
は
、

.取
は
1
で
あ
る
の
で
、
|k J.

II
:';

叫

ぬ
+
命

と

な

り

、
そ
の
場
合
¥

¥
は

8

点
の
よ

ぅ
に
示
さ
れ
る
こ
：と
に
な
，る
。
 

.

こ
こ
.で
、.0

0
<

8

•
.の
場
合
に
お
け
る
均
衡
成
長
の
可
能
条
件
に
つ
い
.て
検
討
し
よ
ぅ
。

第 

三
図
は
唯
一
の
均
衡
点
Q
が
存
在
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お 

い
て
、
：均
衡
点
0
?が
存
在
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
0
?点
に
お
け
る
r

K
は
そ
の
上
限
点
以
下

や

A
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'

と
い
ぅ
阅
係
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
33
の
関
係
は
択I

的

に

/

-
、 

, 

'

(
3
4
)

 

5(

^ h
v

t

<

l

.で
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
.
.
..0
,
{
.
-
^
:
-
^
4
^

は
.
.
.
.
-で
あ
る
の
'
で
：，
.'
'
:34
.
.
:は

M 

^
W
O
A
M
^
.

と
表
わ
す
.こ
；ど
-%
出
来
る
。
t

た
へ
力
'つ

て
-_

.

.
✓
I-
K

、
 

»

v

^

l

で
あ
：り
、
そ
こ
で
-

^

:は
；.

^

^
一
と
上
限
：点
の
間
に
：位
置
す
^
こ
と 

，
...

つ
ぎ
に
、
Q

点

で

はG
y
=̂
/

で
^

る
が
、
.同
時
^

そ
の
.点
に
お
い
て
^

曲
線
と
GK
曲
線
の
そ
れ
ぞ
れ
の
匁
配
が
一
致
す
る
。

ょ
っ
て
、

. 

. 

.

: 

• 

• 

• 

. 

- 

.

.

.

- 

,

g
 

- 

g 

l

l̂
r

〉

と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
：こ
で
、g

f

で
与
え
ら
れ
る
に

■
を
代
入
し
た
も
の
と
S

を
等

z

^

r

^

^

K

1

'

 

:

置
す
れ
ば
、.

.

'て
'
.
-
パ 

'
ン

,
'

■

g

 

v
j
s
(
p
+
l
)
—

丨
u

^

~

- T
S
 

•

脚
の
両
辺
を
8
.で
除
し
、
変
形
す
れ
ば
、

..
'

'

''
.'

.

(3
5

し 

^

^

1 ,

ナ

：
.

V

へ

ニ

ぐ

35
a

に
お
い
て
、^

-
>
0

で
あ
る
の
で
、
左
辺
が
正
と
な
る
条
件
は
明
ら
か
に
、(

p
+
lr;
。
丨
1

V

0.'
-
'或

は

(

p
4-
l

r

o

v

lで
あ
る
。
2

っ
て

1
. 

\ぃ-

■ 

: 

.

.

:

'
.

.•ン

;
.

‘ン

.

.
；

.
- 

•

意

穿

。
>

+

 

ノ

.

:

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
。取
は
前
®

の
よ
う
に
穿
。<

1

で
あ
る
の
で
、
0

>

v々

l

.

lの
場
.合

は
35
,

の
関
係
は
.存
在
せ
ず
、
0

A

X

8
の
場

合
に
関
し
て
の
み
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
穿

。

が
け
八

8

.に
関
し
て 

1

P
+
1

A
 
穿 0

<
1

図第 と

な

る

場
合
に
均
衡
点
Q

が
存
在
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
.う
。
以
上
の
.説
明
に
お
け
る
よ
う
に
、
Q

点
が
存
在
す
る
た
め
に
は
Y°
K

が

—

^
丨
と 

上
限
点
の
間
に
位
置
す
る
必
要
が
あ
る
が
、.
上
限
点
が
U

E

n

へ
以
下
の
場
合
は
均
衡
点
：が
存
在
し
え
な
.
い
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
ま
た
第
四
図

で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、：
単
に
上
限
点
が
•

^

<̂Q
I

.を
上
廻
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
均
衡
点
が
存 

在
す
る
も
^ ;

と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
そ
こ
で
時
間
の
経 

.
愚
.q

と

も

な

.っ

て

上
限
^

が
右
方
に
移
動
し
、
.
ま

た
同
時
に
後
に
述
べ
ら
れ
る

よ

う

に
ら
曲
線
の 

1%

一
勾

配

は

傾

下

す

^
の
.で
'、
充
分
時
間
が
経
過
じ
- ^

の
ち
、
第
三
図
と
向
様
に
均
衡
点
が
存
在
可
能 

|變

''
;

と
：な
る
。

: -

第

四

図

：に

お

い

て

は

"

?

V

Q

K

.
で
'あ
る
.の
で
、
: Y
1

K

は
上
限
点
へ
、
.
そ
し
て
体
系
は
矢
印 

で

示
.

さ
れ
る
よ
う
に
^
.
線
に
そ
っ
て

S

点
に
向
.っ.
て
.
運
動
す
る
傾
向
を
.も
'
つ
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ 

に
、
こ
こ
で
^

曲

線

が
p.
*

,

f
 

i

に
お
い
；て
時
間
的
に
い
か
に
す
る
が
を 

» •

ベ
.
.よ
う
。'

Y

I

K

所̂
与
と
^

れ
ば
、
15
)

よ
り
'

:

は̂
時
間
を
通
; 0

て
低
下
す
る
の
で
、
(2
9

よ
り 

^

.
曲
線
の
勾
«

^

^

^

.

.

.

.

も
そ
れ
に
伴
っ
て
低
下
す
る
。
.
ま
た
、
.
.上

限

点

が.，
色
S

の
右
方
に

. 

. 

,
■
-
f
t
r
.

一
.
.
.
.
.
'
.
.
.

あ
る
も
の
ど
す
れ
ば
，
^

曲
線
は
こ
の
よ
う
な
時
間
の
経
避
と
独
立
に
必
ず
只
点
と
”

点
を
通
過
す
る
て
そ
し
て
、.
上
限
点
で
は
?

=

0
«
よ

で
あ
る
。
以
上
の
閲
係
に
よ
っ
て
、
第
四
図
の
ル
曲
線
は
時
間
の
靈
に
伴
っ
て
そ
の
勾
配
を
低
下
し
っ
つ
右
方
に
|

汁
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
，s
点

は

ら

_

線

と

平

行

に

移

動

す

る

。

そ
し
て
あ
る
時
点
に
お
い
て
、
證
図
の
よ
う
に
ル
曲
線
は
ル
曲
線
と
一
点
で
切
す
る
よ
う
に

中
*
的
技
術
進
步
と
緙
済
成
長

 

七

五

(

七
ナi

.



• 

. 

、
ノ
、 

七

六

(

七
六
八

)

な

る

。
い
ま
、
そ
の
，時

点

をi°
と

し

、

そ
れ
が
い
か
に
与
え
ら
れ
る
か
を
述
べ
ょ
ぅ
ノ
&
.
_
線

と

-
曲
線
が」

点
で
切
す
る
場
合
は
35
„
の

関
係
が
成
立
す
る
の
で
、
35
a

よ
り
。他
が

導
か
れ
、
そ
れ
を
+

=

i

i

ro
!
-

.

^

'

.
に
代
入
し
て
¥°
|尺
.が
得
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
を
15
)

に
代
入

す
れ
ば
、
そ

こ

で
r

が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
四
図
の
よ
ぅ
に
均
衡
点
が
存
在
し
な
い
場
合
は
-
0
V-
に
お
い
て
生
ず
る

,

.

.

.

 

.
.
.
.

.

:

.

:

 

. 

. 

: 

'
 

: 

-

. 

. 

.

 

: 

:

’

も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

、

第
三
®

に
お
け
る
均
衡
点
Q
は
同
，一
位
置
に
と
ど
ま
.

ら
な
：い
こ
と
は
明
ら
'

か

で

あ
る
。
そ
れ
は
、.

第
，三

図
よ

り
 

言

?:
?

〈

V

。

で
ぁ
り
、
72
0

に
よ
っ
て
I

^

I

A

O

で
あ
る
の
で
、

取
；は
低
下
し
24

よ
.り
均
衡
成
長
率
も
低
下
す
る
'か
ら
で
あ
る
。
.こ
れ
は
前
述

の
よ
ぅ
に
^

曲
線
が
時
間
を
通
じ
て
：&

»
す
る
こ
と
.に
随
伴
す
る
。：.そ
こ
で
0
?点
は
.一:
時
'(

或
は
移
動〉

均
衡
点
'で
あ
る
。
こ
こ
で
、
問
題
と

ベ

.

.

. 

, 

. 

.
.
.

 

-

■.■

:
1

■ 

' 

. 

- 

/

な
る
：の
は
こ
の
Q
点
に
対
す
る
体
系
の
運
猶
.の
態
様
で
ち
る
0
第
三
図
.で
明
ら
か
な
よ
ぅ
に
、
0
>点
に
：お
け
る
前
述
の
£
曲

線

は
Y

I

K軸
に
対 

U

て
凸
と
：な
る
。
こ
の
関
係
は
半
安
定senii 

stability 

.と
し
て
知
ら
れ
て
，'い
る
も
の
で
あ
々
、
-

^

^

>
0

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

-

V
 

-

 

:

 
-
.

0 )
-

4
-

-

内

• 7'*.
 

.
 

- 

-

38
)

で
与
え
ら
れ
：る

を

代

入

す

れ

ば

(

c!
)X 

K

 

T
 穿

i

 

J

 Y
。

ノ
7
\
1
。。

」

>
、，,

ノ
 

P
I
1
1

M
 

^

l
j
s
(
p
+
l
)

W

产

蜜

例

f

T

许

)

ぐ

i

?

T

^

y

:

(3
9

に
お
い
て
、
0

<

访
。<

1

で
あ
る
の
で
、

H

i

r

v

o

o

よ
っ
て
、
王

V

I

J

G

1——

.

で
あ
り
'

}

は
正
で
あ
り
、し
た
が
っ

.

 

-4
-

 
-

< Q

.

. 

n

 

I

I

穿
。：

て
、
o

<

p

<

8
に
お
い
て
は
明
ら
か
に

>
0

と
な
る
。
よ
つて

、
-
!
-

<

+

な
ら
ば
^

>
沪
と
な
，り
、
Y

I

Kは
増
加
し
Q
点
に
収

束
す
る
傾
向
を
も
つ
が
、
s

i

>

図第

^

な
ら
ば
、
^

>

^
で
あ
っ
て
.
1仄
は
同
様
に
増
加
す
る
の
で
、
体
系
は
8
点
に
向
っ
て
運 

動
す
る
傾
向
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
.

以
上
に
よ
っ
て
、
.一
時
均
衡
点
Q
が
存
在
す
る
場
合
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
前
述
の
よ
う 

に
ら
曲
線
は
時
間
的
に
I

し
、
ま
た
上
限
^
^
も
同
時
に
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
右
方
に
移
動 

す
る
の
で
、
.
一
時
®
衡
点
、
及
び
そ
れ
を
め
ぐ
る
体
系
の
運
動
の
パ
タ
ー
ン
も
当
然
変
化
す 

る
。
そ
こ
で
、.
第
三
図
で
示
さ
れ
た
ら
曲
線
の
時
間
的
な
toh

i
f
t

に
つ
.い
て
述
べ
よ
う
。

既
に
説
明
さ
れ
た
よ
う
に
、
GV
曲
線
.の
：勾
配
は
時
間
を
通
じ
て
低
下
し
、
ま
た
ら
曲
線
は
こ 

の
よ
う
な
時
間
の
経
過
と
独
立
に
、
必
ず
丑
点
と
N
点
の
両
点
を
通
過
す
る
。
そ
し
て
、
上
限 

点
に
お
い
て
は
、g

v
=
g
k
+

<o
で
あ
る
。
第
五
図
は
.時

点
r

に
お
い
て
第
三
図
で
示
さ
れ
る 

よ
う
に
G V
曲
線
が
お
か
れ
る
が
、
そ
れ
が
時
点t

l
{
>
3

で
い
か
に
CO
B:
^

す
る
か
を
上
述 

の
関
係
に
も
と
づ
い
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
'

第
五
図
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
0,
曲
線
は
ら
時
点
に
.お
い
て
G /
曲
線
の
よe

/

に

shift 

す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
&/

曲
線
は
GK
.

曲
線
と
ニ
.点
で
交
わ
る
こ
^

に
な
る
の
で
、
い
ま 

そ
.の
左
方
に
.位
置
す
る
均
衡
点
.を
女
点
、
右
方
の
そ
れ
を
^

点
と
し
よ
う
。

^

点
に
お
い
て
は
、
ら
曲
線
の
句
配
は
ル
曲
線
の
そ
れ
よ
り
も

h

さ
い
I

よ
っ
て
、
E

^

線

は
Y

I

K
軸
に
関
し
て
負
め
傾
斜
を
も
つ
~

~

の

で
,
2
?
.点
の
両
侧
で
安
定
的
で
あ
り
、
そ
の
付
近
で
体
系
は
W
 

点
に
収
束
す
ふ
傾
向
を
も
づ
。
そ
し
て
、
Q ^

点

は

時

間

の

経

過

に

と

，も

な

：づ

.て

0^
曲
線
が
さ
.ら
に.

s
h
i
f
t
,

 

d
o

w
n

す
る
結
果
、
G K

曲
線
に
沿
っ 

中
立
的
技
術
進
步
と
経
済
成
長
.

ン 

七
七
.(

七
プ
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て
左
方
に
移
1/
;

す
る
の
で
、
' 0

点
と
同
様
に
ー
時
均
衡
点
で
，あ
る
。
こ
の
よ
ぅ
に
し
て
、

ー
時
均
衡
点
ダ
が
時
間
を
通
じ
て
移
動
す
る
結
果
、
均 

@

成
長
率
は
前
述
の(

よ
5:

に
掛
続
的
に
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
Qf
,

点
で
は
^

曲
.撒
の
勾
配
は
0 £

曲
線
の
そ
れ
よ
り
大
で
あ
る
^

よ 

っ
て
、，
£

齡
線
は
¥

¥

'
軸
に
関
し
て
正
の
傾
斜
を
も
' 0
-
-
~
'
~
の
.
で
そ
の
右
方
.に
^

そ
こ
で
体
系
が
Q"
:点
の
左
方
に 

あ

ル

,
ゴ

点
に
向
っ
て
紫
し
、
ま
た
体
系
が
ず
点
の
右
方
に
位
置
す
れ
ば
’パ
前
述
の
上
ぅ
に
ノ
そ
こ
で
体
系
は
ル
曲
線
に
そ
い
没
点
に 

向
っ
て
運
動
す
る
傾
向
を
友
で
あ
ろ
ぅ
。
上
述
の
関
係
に
'
よ
っ
て
、
0 ,
'
曲
線
の
場
合
よ
り
も
g y

曲
線
に
_
し
て
そ
の
安
定
範
囲
は
拡
大
さ
れ 

る
こ
と
に
な
り
'

が
点
は
時
間
を
通
じ
て
右
方
へ
移
動
す
.る
の
で
、
.安
定
範
囲
は
そ
れ
に
と
も
な
っ
•て
一
層
拡
大
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
.る
で
あ 

ろ
う
。
 

-

.

.

:

.

 :
• 

-

'

>

長

期

に

お

け

る

体

系

の

運

動
.

.
.

す
で
に
述
べ
ら
れ
た
よ
ぅ
に
、
：
ら

曲

線

は
丨

1<
で

<
0,
の
.場
合
に
お
い
て
も
、
0<
で<
8
:
.の
場
合
に
お
.い
て
も
時
間
を
逋
じ
て
^
1»

す
令 

が
、i

n

 t
h
e

 l
o
n
g

 

r

巨
で
体
系
は
い
が
：な
る
関
係
に
お
か
れ
る
だ
.ろ
ぅ
か
。

P

が

o

の
場
合
に
は
G Y
他
線
は
時
間
と
独
立
で
あ
り
同
一
位
置
，
 

に
と
ど
ま
る
。
す
な
わ
ち
、

び
.の
切
片
を
も
ち
、.
和
の
匆
配
を
も
つ
定
曲
線
で
あ
る
。
'そ
し
て
こ
.の
G V
へ
曲
線
は
原
点
を
通
過
し
、

の
勾
配
を 

も
つ
GK
曲
線
と
安
定
的
交
わ
&
を
も
つ
こ
と
に
，な
り
、
こ
：の
よ
ぅ
に
し
.て
え
ら
れ
る
交
点
は
贺
卸
的
な
定
均
衡
点
で
あ
る
の
で
-
体

系
が
あ
る
 

壬
意
の
位
置
か
ら
出
発
し
た
場
合
、
囊
的
に
均
衡
点
に
収
斂
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
黄
金
時
代
均
衡
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。

.
-
. 

-

と
こ
ろ
で
、
0

<入

8

の
場
合
は
第
1¥
節
ヤ
述
べ
：た
よ
ぅ
に
、
^

曲
線
.は
時
間
を
通
じ
て
兑
点
と
1

点
の
-1
定
点
で
支
持
さ
れ
な
が
ら
^

.
的

にshift 

d
o
w
n

す
る
。
そ
こ
で
、'
第
五
図
に
お
け
る
よ
ぅ
に
、
初
期
：に
一
時
均
衡
点
Q
が
与
え
ら
れ
る
と
し
.て
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に 

S
M
f
t
.

^

|

す

る
^
.曲
線
と
不
変
の
&

曲
線
と
の
安
定
的
交
ゎ
り
‘
ょ
0
て
生
ず
石
ー
時
均
衡
点
：“

は
移
動
均
衡
点
と
し
て
0 ,
曲
線
に
沿

，
っ
I

蜜

I

す

る

尋

、
そ
6

と
も
な
っ
S

靈

長

I

不
断
■

下
す
る
。
：
I

に

、.

I

過
f

時

間

が 

.
「

る

で

あ
ろ
う

ふ

8
:と
な
れ
ば
、

;̂

曲

線

は
.
第

六

図

舊

さ

れ

|

う

に

&

曲

線

と

一：致
す
る

よ
|

な

ゥ

、

％

|

|

的

こ

-

.上
1

雲

達

I

I

る
？
：
 

I

*'
.た
(2
9

よ
り
&

曲
線
の
_

は

0

と
|

か

导
 

と
な
る
か

.

.

%

■

:
ig n
-

g l
'
: 

y

n. '

ら
で
あ
る
。
：
こ
|

.
う
に
し
て
.-
5

 

一on
g

 

.擊

に

お

い

.：て

は

、
：
產

出

高

と

.資

本

は

労

働

の

成

.

.

長̂

と
技
称
進
步
率
の
和
.

に̂

'^
1

幸
で
成
：長
す
る
ご
.

と
.
'に
な
る
6
.
.

「

ィ
そ
.

こ
.

で
.

、.：：..
,?

点
は
.

長
彻
句̂

ト
以. 

’

ダ

.

.

.で
あ
り
-:
'

'

ま

た

黄

金

時

代

均

衡

を

示

す

こ

と

；は

自

明

で

あ

る

。

'
 

と

一—

'

着

：
'
.

「

た

f

「

；
-
'̂

 

:

.
;'
弾

力

性

は

：

&

'

一：：

次

同

次

性.の
も
と
'で
資
本
；'(

労
®

の
分
配
率
は
9

1)

で
あ 

.第

.

'■
ク
卩
丨
■
▲.
:
.
:る

：
す&

わ

ち

生「

產
物
の
増
加
は
す
，べ
て
労
働
の
増
加
に
.よ
0
ー
て
も
た
ら
さ
.れ
？
ま

た

そ

こ

で

b

z

:

J

.
Jl
_:
l
l
s

;

.寶

金

ガ

生

産

物

め
す
べ〉

て
^

吸
収
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
.る
0

.

こ

の

状

態

は
ロ
ビ
ン
ソ
ン 

,"

” 

「

乂

'.
c 

.

^

1
 

:

1 1
.
: 
‘

: 

I

LU -
丨

:
わ

す

も

の

：
で
、あ

る

。

7
そ

し

て

，0'〈

ス

？

ー0 

と
：な
り
：
し
た
が
っ
て 

-
: 

: 

一

:

'

/

n +
g

r

.

.

体
系
は
何
ら
の
制
約
を
受
け
な
い
。:

,

;

v 

: 

'

(

つ
ぎ
に
、l

l
<
p
<
a

 

I

合
、i

n

 
t

f 

n
g

 

r
u
n

に
お
いV

体
系
が
.い
か
な
る
漂
に
お
か
れ
る
f

検
討
し
よ
う
。
第

I

で
述
べ
た 

よ
う
に
、i

曲

線

は

時

間

を

通

じ

て

.の

下

限

点

の

右

方

へ

の

移

動

I

す

る

。

そ

こ

で

、
 

一
時
均
衡
点

は

&

曲
線
に
そ
っ
て
上
方
に
移
動
し
、
均
衡
成
長
率
も
そ
れ
に
伴
っ
て
増
加
す
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
前
述
の
よ
う
こ
。
K
I

切 

を
ゝ
卩
じ
パ
次
第
に
増
ヵ
す
る
ヵ
そ
れ
は

1
以
上
に
な
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
。取
が

1
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
均
衡
成
長
率
は
24
J

の

第

一

蒙

.

.

.
 

七

九

(
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七
一)



発
散̂

に
：増
大
す
る
と
と
に
よ
つ
て
°°

に
近
づ
く
.

こ
と
に
な
る
。
以
上

.

の
考
察
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
よ
ぅ
に
，丨
1

A

P

A

0

の

#

合
に
は

0

ぬ

八
.

8

,

:に
：お

け

る

よ
-̂
,

な
長.
期
％

靈

：は

存

在

し

な

い

？

そ

こ

セ

は

、
ー
体
系
ば
発
散
的
で
あ

る
。

ま

セ.、
：，，
第^

節
.
.で
述
べ
：
た

ょ

ぅ

に

下

限

点

が

00
.

と
.

な
る
こ
.

と̂

ょ
っ
て
体
系
そ
'

の
.

も
の
が
.

存
在
不
能
と
な
る
。

以
上
、
G

 

. 

.

E
 

• 

S生
産
函
数
に
y.
i 

ロ

ー

的

意

味

，
に

お

.

け
る
中
立
的
技
術
進
步
を
導
入
し
た
場
合
に
お
け
る
均
衡
成
長
の
可
能
•
不
能
及
び 

可
能
な
場
合
に
お
け
る
安
定
.条
件
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
i

p
a

a
a

o

と
0

八
で
八
8

の
瘍
合
.

に
関
1.

て
短
期
的
*
長
期
的
考
察
を
行
な
っ
た
。
 

'

こ
こ
で
、
.

本
稿
で
え
ら
れ
た
結
論
の
要
約
を
述
べ
る
：な
ら
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。：

：

.'
、

.

.

■

:

丨
1

<

入
0

の
場
合
、
0,

曲
線
は
上
方
に
凸
で
あ
り
、
そ
の
.

下
限
点
に
お
い
て
0,
1
'

は
^

を
?

だ
け
上
迴
り
、
ま
た
_

^

_

"

8

に
お
い
て 

GK

は
⑵
で
あ
る
が

’

^

は
Q

+

ミ
で
あ
り
、ま
た
そ
の
下
限
点
は
時
間
t

に
よ
っ
て
与
.

え
•

ら
れ
る
。
下
限
点
が
o

と

S

の
間
の
い
ず
れ
に
あ
っ
て 

も
^

曲
線
は
‘

曲
線
を
左
方
よ
り
右
方
に
切
る
こ
と
に
：な
り
、
.

よ
っ
.

て
均
衡
点
が
存
在
す
る
。
そ
こ
.

で
、
(2
7

よ
り
£

 

.に

よ

っ

て

決

定

さ

れ

る 

r

K

が
下
限
点
以
上
.

に
な
る
こ
と
が
、
均
衡
成
長
の
可
能
条
件
で
あ
り
，.
こ
れ
は
択
一
.

的
に
，̂

<
1

と
し
て
示
.

さ
れ
る
。

そ
，し
て
、
穿
。

<

1

 

の
場
合
、
そ
の
均
衡
点
に
お
いV

29
J

よ

り

0,

曲
線
の
勾
配
は
^

曲
線
の
そ
れ
.

を
卞
廻
.

る
-

0

お
に
な
り
、
'均
衡
点
は
両
側
安
定
的
な
性
格
を
も 

つ
。
し
か
し
な
が
ら
、̂

曲
線
は
時
間
を
.

通
じ
て
、
そ
の
下
限
点
が
右
方
に
移
動
し
、
ま
た
同
時
に
0,

曲
線
そ
の
も
の
が
陽
表
的
に
、
或
い
は 

陰
伏
的
に
N

点
.

を
軸
点
と
し
.

て
上
方
に
ĝ
g

す
る
の
で
、
上
述
の
均
衡
点
も
^

曲
線
に
そ
っ
て
上
方
に
移
動
ず
る
。
よ
づ
て
上
述
の
均
衡
点 

は」

時
均
衡
点
、
或
：い
は
移
動
均
衡
点
で
あ
っ
て
、：
均
衡
成
長
率
は
持
続
的
に
上
昇
す
る
傾
向
を
も
つ
。

づ
ぎ
に
、0

<
p

<
8

の
場
合
、
iv

曲
線
は
上
方
に
凹
で
あ
り
、
Y

K

が
0

の
と
こ
ろ
で
ル
は
ル
を
さ

+

^

だ
け
上
廻
り
、
上
限
点
で
は 

一
^

は
ら
を
び
.だ
け
上
廻
る
。
'
し
た
が
っ
て
、
0 ,

曲
線
は
必
ず
し
も
^

曲
線
と
の
交
点
を
1も
っ
% -

の
と
限
ら
な
ぃ
。
し
か
し
、
時
間
が
経
過
す

る
に
つ
れ
て
.上
限
在
は
右
方
に
.移
動
し
、
^

曲
線
そ
の
も
の
、が
下
方
にs

h
i
f
t

す
る
の
で
、
あ
る
時
点
で
ん
曲
線
は
^

曲
線
と
一
点
で
接
す 

る
よ
う
に
な
る
。.
そ
の
時
点
^

は
汉
節
で
述
べ
ら
れ
た
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、

t
A
t
o
で

あ

る

場

合

に

は

、

:；
-
い

か

な

る

意

味

に

お

け 

る
均
衡
点
も
存
在
し
'な
い
。
3
5
=
%
''
.に
お
い
て
均
衡
点
が
は
じ
め
て
生
ず
る
が
、
そ
の
場
合
、
Y°
K

は
上
限
点
；̂
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の 

で
、
穿
。<

1

で
あ
.石
。
こ
の
均
衡
点
9

は
左
方
於
定
的
せ
あ
り
、
体
系
が
Q
点
の
左
方(

右
方)

に
位
置
す
れ
ば
、
体

系

は
a Y
tt
線
に
そ
っ
て 

Q
点
に
収
束
す
る(

S
点
に
向
っ
て
運
動
す
る)

傾
向
を
も
つ
。

こ
の
均
衡
点
0
も̂
ー
.時
均
衡
点
、

或
い
は
^-
動
均
衡
点
で
あ
っ
て
、

V

'

の
場 

合
、
r
?曲
線
は
R
点
と
N
点
を
必
ず
通
過
す
る
が
、

前
述
の
よ
う
に
下
限
点
の
右
方
へ
の
移
動
と
G r
曲
線
の
下
方
へ
のs

h
i
f
t

に
よ
っ
て
、
 

GK
曲
線
と
“

点
、
及
び
^

点
の
.

一

一
点
で
交
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
巾
、
^

点
は
両
側
安
定
的
で
あ
り
、
G K
曲
線
に
そ
っ
て
下
方
に
移
動
す 

る
の
で
、
均
衡
成
長
率
は
持
続
的
に
低
下
す
る
"
Q;
,
点
は
不
安
定
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
右
方
に
体
系
が
位
置
す
れ
ば
、
S
点
■に
向
っ
て
乖
離
す
る 

傾
向
を
も
つ
。

.'

.
デ
：
'
'
'
.. 

, 

、

.

最
後
に
、i

n

 

t
h
e

 

l
o
n
g

 

i

 

.
に
関
し
.て
は
、
O

A

P

A

Sの
場
合
、

I

時
、
或
は
移
動
均
衡
卓
ダ
は
究
極
的
に
卩
点
に
到
達
す
る
の
で
、
.
産

出
高
成
長
率
と
資
本
成
長
率
は
労
働
ひ
：成
長
率
と
技
術
進
歩
率
の
和
と
均
等
す
る
こ
；と
に
な
る
。
こ
の
長
期
均
衡
点
ド
に
お
い
て
体
系
は
黄
金
時

'

.

 

.

.

- 

.

.

.

 

-

 

,

代
均
衡
と
な
り
、
そ
し
て
同
時
に
ロ
ビ
ン
.

ソ
：；

ン
の
云
う
経
済
的
至
福
の
状
態
と
な
る
：0

.一
方
、l

l
<
p
<
°

の

場

合

は

上

の

よ

う

.^
長

期

均

衡

点

は
存
在
せ
ず
、

一
睁
或
い
は
移
動
均
衡
点
0
?は
発
散
的
に
運
&

じ
、
究
極
的
に
は
均
衡
成
長
が
不
能
と
な
る
。

.

■■
:

■■
,■
. 

:

.

■

 

' 

. 

■ 

:

注
.(

1)

..
-

ス
ヮ
シ 

'ソ
ロ
ー
ぶ
西)

^

 ̂

福
岡
教
授(

.七)

■

■

に
よ
り
分
析
さ
れ
て
い
"る
。
前
者
は
生
産
函
数Y

=
F
(
K
,
L

'~r

 

,

.

:づ
いV

、
：

そ

れ
ぞ
れ
黄
金
時
代
均
衡
と
収
斂
機
構
が
考
察
さ
れ
.，

-;
:
^
^

:(

2) 

_同
じ
く
黄
金
時
代
均
銜
の
求
心
カ
.を
分
析
ず
る
場
合
に
お
.い
て
、
ヵ
.ル
.ド
ケ
体
系
と
新
古
*
派
体
系
に
お
け
る
顕
著
な
相
違
はa

e
x
y
v
#
E
s
s
a
y
s

 

in .the. Theoly.:.'of E
c
o
n
o
m
i
c

.
 G

r
o
w
t
h

e
. 118) 

■で
指
摘
ず
る
よ
づ
に
ノ
前
者
に
お
い
て
は
.資
本
係
数
が
利
潤
率
■の
増
加
函
数
と
仮
定
さ
れ
る
の
に
対 

し

て

、
，
，
後
‘者
に
お
い
て
は
資
本
係
数
は
利
潤
率
の
減
少
函
数
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

中
立
的
技
術
進
歩
と
経
済
成
長 
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j
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八
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(
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七
四)
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.
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- 

•
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.
/ 

- 

- 

..

i 

r 
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-

 

.

.

.

•

 r

 
1

 

:
.
.
•
，

•
：

 

.

.
»

. 

. 

-

 

-

•

(

.

3)

出
稿
ニ
^

ニ
ハ
ニ
頁
^

に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
る
よ
ぅ
に
ノ
⑷
は
⑵
よ
り
え
ら
れ
る

.
中

 

y

(

l

i

)

A

*

i

.

.

.

.

.

.

.

.

.

〔
1
〕

と

中

l

s

i

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

S

と
を
辺
々
相
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
。

ま
た

.、
,

で
あ
る
の
で
⑷
よ
り 

?•

、
i
K
、

(

 

, 

j

 

R

5

 ： 

: 

.
.
.
r
o
j

 

.

一
方
，〔

1

〕

ょ
り

.

:

:

:

s

で

あ

る

。

そ

し

て

、

■ 

'

で
あ
る
。
い
ま
、
@8

ぱ
-

=

0

と
お
け
ば〔

3

〕

よ

り

、 
.

A
i

k

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

〔
3
〕、

f
l
、
. 

.
f
k、

.

〔

5

1
.と
.〔

4〕

.

よ
り
.

:

/

 

1.

.

チ
、
 

：

: 

:

.
 

.

.

劫

ぶ

-

■

よ

っ

て
⑶
が
え
ら
れ
る
。

(

A

 

Y

K

の

下

限

点

で

は

货

H

h-
1

で

あ

り

、

丫

瓦

，の

増

加

に

伴

っ

て

(1
5
)
よ

り

取

は

低

下

し

、

Y

I

K
が

8

に

な

れ

ば

!

と

な

る

。

こ
こ
で
、

P
^
%
\
K
^
,
A
8
と
さ
.れ
る
の
で
、

h

"

^

d

J

L

に
お
い
て
はo

<
7
?
k
<
1

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
财
点
は
吳
ょ
り
も
高
い
位
置
に
存
在
す
る
。
 

v

ck
»

y

 

s

W

OQ

(

5

)

上
で
述
べ
ら
れ
た
関
係
に
よ
っ
て
、
r

は
任
意
に
'

与
え
ら
れ
る
.

も
の
で
な
く
、
体
系
に
お
け
る
•

抑
.

8

、
及
び
分
の

各
パ
ラ
メ

ー
タ
ー
に
よ
っ 

.

て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

.ノ 

. 
•

.

(

6) 

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
こ
の

状
態
を
停
滞
的
で
あ
る
と
み
る
よ
.
 

で
永
久
に
維
持
可
能
な
極
大
水
準
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

，は
至
福
の
状
態
と
み
る
。
と
い
う
の
は
こ
の
状
態
は
消
费
が
所
与
の

技
術
的
諸
条
件
の
も
と
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